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ＷｅＢａｓｅ鎌倉 利用規則 

当館では、ご宿泊の皆さまに安全かつ快適にご利用いただくために、ＷｅＢａｓｅ鎌倉宿

泊約款第 10 条に基づき、次のとおり利用規則（以下、「当利用規則」という。）を定めていま

すので、ご協力くださいますようお願い申し上げます。また、宿泊約款および当利用規則に

基づく当館従業員からの指示に従っていただきますようお願い申し上げます。 

当利用規則をお守りいただけない場合には、宿泊約款第 7 条に基づき、やむを得ずご宿泊お

よび館内施設のご利用をお断りする場合がございます。 

なお、当利用規則をお守りいただけない場合において、お客様に損害が生じたとしても当館は

責任を負いかねます。また、当館に損害が生じたときは、お客様に損害を賠償していただくことが

ございますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。 

当館の利用について 

1. 客室は営利・営業目的など宿泊以外の目的で利用しないでください。 

2. 当館の敷地内にて当館の許可無く広告物の配布や掲示、または物品の販売などは行わない

でください。 

3. 当館の敷地内にて、ビラの配布や署名活動などの宣伝活動はしないでください。 

4. 当館の承諾している場合を除き外部の飲食店への注文や飲食物等の持ち込みはしないで

ください。 

5. 当館の外観の印象を変えるような物品を陳列する行為はしないでください。 

6. 当館の承諾している場合を除き、未成年者のみでのご宿泊はお断りいたします。 

7. 従業員へのお心付け等は辞退いたします。 

 

客室について 

1. ご滞在中は、防犯のため客室の施錠をしてください。 

2. 客室に来訪者があった場合は施錠のまま相手をご確認いただき、不用意に解錠しないようご

注意ください。万一、不審と思われる場合は直ちにフロントへご連絡ください。 

3. 宿泊約款第 8 条により登録された宿泊者および同伴者以外の方を客室に招き入れたり宿

泊させたりしないでください。 

共用部等について 

1. 避難経路図および各階の非常口をご確認ください。 

2. 緊急時等のやむを得ない事情がある場合を除いては、非常用施設や屋上へは立ち入らない

でください。 

3. 従業員用の区域には立ち入らないでください。 

4. 通路やロビー等のパブリックエリアに所持品を放置しないでください。 

 

営業時間について 

1. 当館の主な施設等の営業時間は次の通りとし、その他の施設等の詳しい営業時間は備え付け

パンフレット、各所の掲示等で御案内いたします。なお、営業時間は変更される場合がありま

す。 

（1） フロント・キャッシャー等サービス時間 

（ｱ）門限 なし 
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（但し、玄関は午後11時  ～  午前5時は施錠しますので、外出時はカードキーをご携帯くださ

い。） 

（ｲ）フロントサービス 24時間 

（但し、チェックイン・チェックアウト業務は次号の通り 

（2） チェックイン・チェックアウト時間 

（ｱ）チェックイン時間 午後3時 ～ 午後10時 

（ｲ）チェックアウト時間 午前11時まで 

（3） 附帯サービス施設営業時間 

（ｱ）大浴場 午後4時～午後12時、午前7時～10時 

（ｲ）コインランドリー 午後4時～午後12時、午前7時～10時 

（ｳ）クラブラウンジ 午後4時～午後11時 午前7時～10時 

（ｴ）自動販売機 24時間 

2. 宿泊約款第9条第2項の時間外の客室利用については応じることがあります。この場合には1

室1時間あたり2,000円（税込）を申し受けます。 

衛生管理について 

1. 次の事項に該当する方は、宿泊および館内施設の利用をご遠慮いただく場合や、館内の移

動を制限させていただく場合があります。 

（1） ノロウィルスなどの食中毒に感染していることが疑われる場合。 

（2） 感染症の予防および感染の患者に対する医療に関する法律および同法施行規則に指定

された感染症に感染していることが疑われる場合。 

（3） その他上記に準じた症状が認められる場合。 

 

撮影について 

1. 当館の敷地内において、当館の許可無く営利、営業目的で撮影または録音することを禁止し

ています。また、私的に撮影または録音したものを当館の許可無く営利・営業目的で使用しな

いでください。 

2. 他の宿泊者及び当館の利用者（以下、「他の宿泊者等」という。）の迷惑になったり、他

の宿泊者等が不快に感じたりするような撮影はご遠慮ください。また、私的なものであっ

ても、当館の許可の無い撮影はご遠慮いただく場合があります。 

喫煙について 

1. 当館内全施設では、指定した喫煙場所以外での喫煙を、固くお断りいたします。万一、喫煙場

所以外での喫煙を発見した場合、または、喫煙場所以外での喫煙により当館または他の宿泊

者が迷惑・損害を被った場合は、その理由の如何を問わず直ちに罰金ならびにその損害補償

を申し受けます。現金での支払いができない場合には、登録済みのクレジットカードに課金しま

す。 

（1） 罰金額 

客室内で喫煙、または、吸殻を放置した場合：30,000 円 

客室外の非喫煙スペースで喫煙、または、吸殻を放置した場合：30,000 円 

（2） 損害補償額：被った損害額の実額（客室が販売不可となった場合の売上補償含む） 

 

他の宿泊者等への配慮について 
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1. ペット等、動物の持ち込みはお断りいたします。ただし、別途規定がある場合はその規定のとお

りといたします。また身体障害者補助犬法に定める身体障害者補助犬については、同法に則り

対応いたします。 

2. 悪臭を発する物の館内への持ち込みはお断りしています。 

3. 高声、放歌、テレビや音響機器の大音量による視聴、大きな物音をたてる行為その他の喧騒

な行為はしないでください。 

4. 客室以外の場所での装いは、当館の指定に従ってください。 

5. 他の宿泊者等が不快または不安に感じる身なりや言動はご遠慮ください。 

 

公序良俗について 

1. 賭博、風紀を乱すような行為および公序良俗に反する言動は禁止しています。 

2. 銃砲、刀剣、麻薬等の法令により所持を許可されていないものを当館の敷地内に持ち込む行

為は禁止しています。 

3. 他の宿泊者等や従業員が不安を覚える、もしくはその安全を脅かすと認められる物品、また

は当館の運営もしくはご利用に支障を生じるような多量の物品を当館の敷地内に持ち込

まないでください。 

4. 宿泊者または同伴者が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律にて指定された

暴力団の構成員または反社会的団体の団体員であると判明した場合、以後の一切の利用をお

断りいたします。 

5. 宿泊者またはその関係者に暴行、脅迫、恐喝、強要、威力業務妨害等の行為が認められる場

合、以後の一切の利用をお断りいたします。 

6. 宿泊者もしくはその関係者により法令に違反する行為が行われた場合、またはその恐れが十

分にあると認められる場合、以後の一切の利用をお断りいたします。 

建物・設備等の保全について 

1. 当館の敷地内にある設備や備品などを他の場所に移動したり、加工したり、本来の用途以外

に利用したりしないでください。 

2. 館内には火薬、揮発油等の発火性または引火性のあるものは持ち込まないでください。 

3. 客室内で持ち込みの暖房用または炊事用の火器は使用しないでください。 

4. 当館の敷地内で火災の原因となり得る行為は禁止しています。 

5. 建物、設備、備品、植栽等に対して、紛失、毀損、汚損、付臭する行為等をした場合は、

その損害を賠償していただくことがあります。 

大浴場の利用について 

1. 刺青、タトゥー（シールを含む）をされた方の入浴は固くお断りいたします。 

2. 浴場および脱衣所での撮影および録音は禁止しています。 

3. 酩酊されている方の入浴はご遠慮ください。 

4. 浴場および脱衣所へ立ち入り可能な異性のお子様の年齢は 6 歳以下となっております。 

5. サウナについては以下の注意事項をお守りください。 

・サウナの定員は 3 名までです。 

・ご利用前にしっかりと水分補給をしてください。 

・健康状態に不安がある方はご遠慮ください。 

・飲酒後と満腹時のご利用はお控えください。 
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・小学生以下のお子様のご利用はご遠慮ください。 

・金属のアクセサリー等は外してお入りください。火傷の危険がございます。 

・場所取りをしたり、横になったり、寝たりしないでください。 

・濡れたタオルはよく絞ってからお入りください。 

・下記のお持ち込みは固くお断りいたします。 

飲食物、本、新聞、雑誌等、ビン類、水筒、ペットボトル、携帯電話、ビニール類 

・サウナマットはサウナ室内に置きっぱなしにせず使用後はサウナ室外のラックに洗っ

てからお戻しください。 

・水風呂や浴槽に入る際は必ずシャワー等で汗を流してからお入りください。 

・生理中のご利用はご遠慮ください。 

6. サウナのセルフロウリュウは以下の注意事項をお守りください。 

・セルフロウリュウの際は、ストーンが乾いているのを確認してヒシャクの半分程度を

少しずつおかけください。 

・連続してお水をかけ過ぎないでください。機器が壊れます。 

・水をかける際は一気に蒸気があがるため、火傷にご注意ください。火傷や室内のトラ

ブルなどの責任は負いかねます。 

・同室されているお客様と不快なく過ごせるようご利用ください。 

・マナーが悪い際はセルフロウリュウを中止します。

違約金について（宿泊約款第 6 条第 2 項関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）1．%は、契約料金（税込）に対する違約金の比率です。 

2. 契約日数が短縮した場合は、その短縮日数分の違約金を申し受けます。 

3. 団体客の宿泊契約について、特約を定めた場合については、その特約の定めると

ころによるものとします。 

 

制定日 令和 7 年 4 月 1 日 

改定日 令和 8 年 3 月 1 日 
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予約時に別途協議し、当施設が定めるものとします。 

 


